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２０１２年１０月１４日　第５回ユース会議

平成２４年度　第５回兵庫県ユース委員会　議事録
ユース委員会名言録〜「神戸地区の船坂キャンプがうらやましいわ〜」 by白川委員長
作成者：田井勇輝（県ユース副委員長）
１【日時】
２０１２年１０月１４日（日）　０９：００～１２：００　 
２【場所】　
神戸市青少年会館６階会議室
３【参加者】　（県ユース委員：６人、ユース年代：１人、アドバイザー１人）
県ユース委員：
田井勇輝（尼崎：副委員長）北村宗豊(阪神さくら)、伊澤悠平（神戸）、安達充洋(神戸垂水)、白川龍彦(神戸垂水：委員長)、小國健太郎(西播)
ユース年代：白石篤寛(はりま地区明石第５団ＲＳ：HHAC2012レンジャー)
アドバイザリースタッフ…家門秀行(県副コミッショナー)
４【費用】
￥12,880（交通費・コピー代）
５【報告事項】
前回ユース委員会の報告

理事会の報告　ー白川委員長より資料を配布
前県ユース副委員長の長谷川貴士氏(川西第４団)が県国際副委員長に推薦され、承認される。16NJの派遣団長会議の結果報告あり(ＶＳの参加形態、確定申し込みの時期など)。ユース委員会からは前回議事録を配布し、Hyocam2012およびHHAC2012の評価反省、県ベンチャーフォーラムの結果を報告。またひょうごユースキャンプの告知を実施。
各委員会の報告
　県下地区コミッショナー会議…理事会で触れられた内容とほぼ変わらないので省略
　国際委員会　―北村委員より発言録を配布
　・ＪＯＴＩについて。ユースへの依頼として、パソコン操作、言語援助のサポートを依頼される。
　・23WSJのホームステイについて。世界ジャンボリーのホスト国日本のメイン企画の一つで、その内容についてアイデアが欲しいとのこと　
指導者委員会　―北村委員より発言録を配布
・特にユースへの依頼はないとのこと
・ユース委員会と指導者委員会との今後の関わり方を検討する必要があるとの意見があった
ＨＨＡＣ２０１２
・１０月１３に反省会（Hyocam2012と合同）を行なった。
・２０１４年０８月０７日～１４日（仮）に次回ＨＨＡＣを開催予定

各地区の活動報告（報告のあったところのみ）
尼　　　崎…１０月０７日に「尼崎市民祭り」の地区コーナーのブース（ゲームコーナー）を担当。ボーイスカウトに関するイメージ調査（スカウト数増員計画）のアンケートを実施
阪　神　北…前ＶＬＡＣ代表の浅海定人ＲＳ(川西第１団)が阪神北地区のユース委員長に就任
阪神さくら…０９月１７日に地区振興大会で集散と地区合計歩行距離発表パネル持ち。ＶＳが横断幕の棟作成（信号塔の形）、菊章・富士章取得者発表を行なった。また、地区ユース委員会提供企画として、各団で行う体験入隊会への支援がある。活用希望団の募集を次回の地区連絡で行う予定
神　　　戸…神戸地区主催のユースキャンプの会議に参加した。
神戸垂水…かねてからのプログラムである、ピザ窯が大方完成。１１月中にＶＳスカウトを招いてピザ会（懇親会）をする予定。
西　　　播…地域内で開催予定のオータムフェスに、地区として参加する可能性がある。
第３１回兵庫県ベンチャーフォーラムの報告　ー白川委員長の別紙資料参照
　９月１～２日に１泊２日で、兵庫県高等学校野外活動センターにて開催。VS17名(うち第11期VLAC５名)、ユース年代11名(うち第11期VLAC1名)、成人スタッフ６名、指導者４名が参加。班ごとに採択文・提言文・アクションプランを作成。第１２期ＶＬＡＣ候補者および、第１９回全国スカウトフォーラム代表参加者の候補を参加ＶＳ全員が協議し選出。後に隊長の承認などを経て正式に決定。

第３回ひょうごユースキャンプ　ー白川委員長の別紙資料参照
　９月29～30日に船坂野営場(ベースは船坂谷)で実施。ＲＳ年代７名(うちユース年代１名)、成人１名、支援者２名。船坂野営場の駐車場への道・小サイトおよび駐車場の予定地において、手のこで切れるような細い樹木を中心に、２時間で５００本あまりを伐採。台風接近のため２日目の午前中で切り上げる。
第１２期ＶＬＡＣの会議　ー１０月０６日に新体制第１回会議
　　・ＶＬＡＣの参加者は２名。この他、白川委員長、浅海委員、家門副コミが参席。
　　・ユースからは今後ＶＬＡＣとして必須である活動(県ベンチャー(アフター)フォーラム・ベンチャー活動報告会)の説明をするとともに、自分の地区に意見を持ち帰って、地区へフィードバックしていくように伝えた。
　　・次回ＶＬＡＣの会議において、議長選出
・１０月や１１月に県フォーラムに開催してはどうかという意見も出た。←全国フォーラムのある年度はその日程次第だが、次年度は全国フォーラムが無いので、時期に縛りはない。
６【協議事項】
　県ベンチャーフォーラム
　　参加スタッフの意見・感想
　　　・参加者が少ない（人数を絞ったため）←来年以降は参加者選出方法を考えていく
　　　・全国フォーラムに合わせたとはいえ、与えられたテーマが協議に取り組みにくい←テーマを検討し直すべき？例えば、身近なテーマに変えていくなど…
　　　・県ベンチャーフォーラムの意義が薄い、必要性が感じられていない（フル参加のスカウトが少なかった）
　　　・今回は直接交渉でファシリテーターを選考したが、ファシリテーターの選考方法を検討していく必要がある
・今回の大会を振り返って、ＶＬＡＣ以上ファシリテーター以下の役目を担うスカウトがいたら、議論が進んでいくのではないか
　
　第３回ひょうごユースキャンプ
　　参加スタッフの意見・感想
　　　・阪神間にあるにもかかわらず、アクセスが不便だった(実際は公共交通機関で無理なくいけるが、かなり不便だと思われていた)
　　　・啓蒙不足か、こちらで用意したプログラムに魅力が無かったか、参加者が少なかった
　　　・今後の船坂野営場整備の足がかりとなった
　　　・次回実施する場合は、これまでの大会を振り返る必要性がある
　　　・『最後の未開拓地・船坂』といったようなＰＲをしていく必要はある
　ＪＯＴＩの担当時間決め
　　事務局で交信が行われる期間は、１０月２０日０９時～２１時、２１日９時～１５時
　　以下、本委員会時点で決まった担当シフトである。
　　１０月２０日　　※北村委員は１０月２０日１３：００〜１６：００に野営・行事委員会に参加
　　　09：00
　　　13：00　田井
　　　16：00　↓　伊澤
　　　18：00　　　↓
　　　21：00　
　　
　　10月21日
　　　09：00　安達
　　　12：00　↓
　　　15：00
　　
　ベンチャー活動報告会　ー白川委員長より資料(粗案)を配布
・報告内容案…ＶＳプロジェクト・全国スカウトフォーラム・夏の行事・海外派遣(ＶＳ＆ＲＳ)・ユース委員会関連

・２０１２年１２月１６日に開催
　　・別紙資料の一部抜粋　―以下はユースの担当部分
　　　ＶＬＡＣの支援・県ユース委員会の活動報告・最後のあいさつ・（報告書作成）
　　
・報告書作成について
　　　・発表に使われたパワーポイントをＷＥＢ上にあげるのはどうか。
　　　・報告書はＡ３一枚程度でもいいのではないか。
　　・詳細は白川委員長とコミッショナークルーと会議
　
　第２回ベンチャーアフターフォーラム　ー白川委員長より資料(粗案)を配布
・《2012県→2012全国→2012県アフター→地区→団・隊→地区→2013県→地区→2013県アフター→団・隊→地区→2014県→2014全国》という２年サイクルを想定して考えるのも必要である。なお、前回の全国フォーラムで奉仕をした白川委員長が、全国フォーラムに参加予定の渡邉スカウトと連絡を取り合って支援していく。
　新年度の兵庫県ユース委員会の体制について
　　・白川委員長が来年３月に任期満了と仕事の都合により、委員長を引退予定
　　・次回県ユース委員会（１１月２５日）でユース委員会人事（ユース委員長を中心に）を決めていくので、各委員の皆さんにも考えて欲しい。
　
　第２回ひょうごユースフォーラム構想について　—白川委員長より資料(粗案)を配布
　　ＲＣＪ総会との絡みによっては、次期や意義が違ってくる(ＲＣＪの代表を選ぶことになる？)

　　テーマは『身の回りのローバー活動・ユース活動をする上での問題点と、それを解決する方法』にしたい。
　　次期県ユース委員長は何かしらの形で参加することになる（予定）
　　運営委員長は白川現・県ユース委員長（本人の強い希望により）
　常設委員会の出席者の分担（本委員会時点での決定事項。空欄の部分は早急に決める必要がある）
　　１０月２０日　野営・行事委員会　…北村委員
　　１０月２８日　スカウト委員会　…
　　１１月０３日　国際委員会　…
　　１１月０４日　指導者委員会　…
　　１１月１８日　組織拡充委員会　…
　　１１月１８日　地区コミ会議・団担当コミ会議　…白川委員長
　その他協議すべき事項
　　外国語会話章バッチについて

　　以前議論が行われたが、既に教育規定に載っている以上は決定事項なので、しかるべき所に提言をして変更できるとしても次年度以降。
７【次回県ユース委員会】
２０１２年度第６回ユース委員会会議　２０１２年１１月２５日１３：００～ @神戸市青少年会館
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